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【目的】  
Oral Diadochokinesis (以下 OD)は、構音器官の運動速度や規則性を評価するものとし
て用いられ、発話明瞭度検査では検出困難な異常徴候を鋭敏に検出することが明らかとな
っている (西尾・新美、2002)。そのため、OD の構音速度による構音運動の変化を検討する
ことは、軽度構音障害における機能障害を理解する一助になると思われる。今回、健常成
人を対象に舌の口蓋への接触動態が測定できる EPG を用いて OD の速度変化に伴う構音
運動の変化を検討することを目的に調査を行った。  
 
【対象】  
器質的に問題のない健常成人 3 名（男性 2 名、女性 1 名）を対象とした。  
【方法】  
対象は口腔器官の形態や構音に異常のない成人 2 名とした。測定は EPG 人工口蓋床を
装着した状態で、[ta][ka][pataka]を通常のスピード、出来るだけ速くの 2 つの速度で構音
した。EPG の分析データは自然な構音を分析する目的で各 OD の 2 回目から 6 回目の 5 つ
の /t/と /k/を対象とし、舌が口蓋に接触してから開放するまでに舌が口蓋に最も多く接触し
ている最大接触フレームとした。  
 
【結果】  
/t/では、通常速度では [ta][pataka]ともに硬口蓋両側と歯茎部の前列 3 列にかけて馬蹄
形に閉鎖がみられたが、速い速度では歯茎部において前列 2 列までに閉鎖範囲が減少した。
また、速い速度の [pataka]では 1 例で硬口蓋の右側縁部の接触がみられなかった。/k/では、
通常速度の [ka]において硬口蓋と軟口蓋の境界で閉鎖がみられたが、速い速度の [ka]と通
常・速い速度の [pataka]では EPG 上で閉鎖が確認できず、閉鎖部位がより後方の軟口蓋に
移動した。  
 
【考察】  
/t/では、構音速度が速くなると前舌の閉鎖範囲が減少し、 [pataka]では口蓋の側縁部が
接触せず前舌のみで閉鎖する例もみられた。構音速度が速くなると後続する /k/への移行に
向けて前舌の前方だけを拳上して構音するため、より舌尖拳上の運動能力が必要となると
推測された。 /k/では、速度が速くなると構音点が後方に移動したことから、構音速度が速
くなるとより奥舌の拳上能力が必要となるものと推測された。  
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